



























































































男 女 男 女 男 女 合計
1期(99/10～0 /03) 3 5
2期  (00/04-00/09)5 6
3期(00/10～01/03) 2 1 5 (3) 9
4月 (01/04-01/09)2 2 (1)3 (3) 8












経済 人文 教育 理学 工学 3 4 男 女 合計
1期/99秋 3 (2) 3 6 6 (4)2 (1) 4 7 8 4 16 20
2期/00春 3 3 0 0 2 2 3 4
3期/00秋 4 (1)6 2 0 0 3 7 12
4期/01春 4 (2)2 (2)3 (3)0 5 4 0 4 6 10


























































いるもの,なんだ」と聞くと 「ポスト」という答が返ってくる。 しかし,世界にはポス トが赤 くな































研修コースの 「コースエバリュエーション」の留学生コメント (資料 ・A)や日頭での感想によると,
合同 「日本事情」授業は異文化適応のために大変効果的かつ有意義だったことがうかがわれ,"異文化
トレーニングの場"としての役割を十分果たしていると思われる。また,学生ボランティアにおこなっ
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10いろんな国の会話 (ありがとう, ごめんなさいとか トイレはどこですかなど)を比べながら学べて良
かったです。(経済学部)
C:要望 0アイディア
(1にの授業で学んだことを外で発表することができたらいいと思う。
(2)広い教室がのぞましい。
(3)授業時間を土曜日の午前中ぐらいにして欲しかった。
“)料理をもちより,食文化交流をしたい。
(5)学外に出て文化について学ぶのも良いと思う。
(6)キャンプで野外炊飯などしたい。
(7)教室の中だけでなく,外に出ていろいろな事をすると楽しいと思います。お花見とか花火とか,あと
ピクニックや博物館,美術館,科学文化センター,植物園などに行くのも良いのではないでしょうか。
侶)料理などを作る機会が欲しかった。
(9)とても楽しかったので,週 1回でなく, もっと増やして欲しい。
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